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【
史
　
料
】近

江
商
人
の
衰
亡
譚
　
「
続
考
見
録
　
草
稿
」

末
　
永
　
國
　
紀

本
　
村
　
希
　
代

上

野

山

学

奥
　
田
　
以
　
在

「
続
考
見
録
　
草
稿
」
は
、
そ
の
序
文
に
書
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、
七
四
歳
の
二
代
目
塚
本
定
右
衛
門
が
明
治
三
二
年
一
〇
月
に
、
近
江
商
人
を
中
心

と
す
る
商
家
の
衰
退
と
没
落
の
事
情
を
書
き
綴
っ
た
草
稿
で
あ
る
。
二
代
目
定
右
衛
門
は
、
初
代
の
長
男
と
し
て
文
政
九
年
に
生
れ
た
。
二
六
歳
で
相
続

し
て
、
明
治
一
九
年
に
家
督
を
三
代
目
に
譲
っ
て
隠
居
し
、
三
八
年
に
八
〇
歳
で
没
し
て
い
る
。

社
史
の
『
ミ
ュ
ー
ズ
塚
本
一
七
〇
年
の
あ
ゆ
み
』（
塚
本
商
事
株
式
会
社
刊
、
昭
和
六
〇
年
）
に
も
と
づ
い
て
塚
本
家
の
初
代
と
二
代
目
の
来
歴
を
述
べ

て
お
こ
う
。
初
代
は
、
寛
政
元
年
に
近
江
国
神
崎
郡
川
並
村
の
農
業
兼
布
洗
業
を
営
む
浅
右
衛
門
の
三
男
に
生
れ
た
。
幼
名
は
久
蔵
、
後
に
初
代
定
右
衛
門
。

文
化
九
年
一
九
歳
で
五
両
の
元
手
金
で
小
間
物
の
小
町
紅
と
若
干
の
麻
織
物
を
仕
入
れ
て
初
め
て
の
持
下
り
商
い
の
旅
に
出
た
。文
化
九
年
の
二
四
歳
の
時
、

甲
府
の
柳
町
に
小
間
物
問
屋
を
開
業
し
、
屋
号
を
小

（
カ
ネ
コ
）紅

屋
久
蔵
、
略
称
「
紅
屋
」
と
し
た
。
営
業
の
基
礎
の
固
ま
っ
た
文
政
六
年
に
結
婚
し
、
三
年
後
の

文
政
九
年
に
川
並
村
に
営
業
本
部
と
し
て
の
本
宅
を
建
て
、
同
時
に
初
め
て
の
奉
公
人
で
あ
り
、
後
に
別
家
と
な
る
佐
助
を
雇
い
入
れ
た
。

商
売
も
安
定
し
て
き
た
天
保
四
年
に
初
代
は
、
久
蔵
を
定
右
衛
門
と
改
名
し
、
同
時
に
小
間
物
の
他
に
太
物
・
呉
服
類
も
取
扱
う
よ
う
に
な
っ
た
甲
府

の
店
を
佐
助
に
ま
か
せ
、
自
身
は
京
阪
で
の
仕
入
れ
に
力
を
注
ぐ
こ
と
に
し
た
。
さ
ら
に
、
天
保
五
年
に
は
相
州
浦
賀
を
拠
点
に
上
方
か
ら
の
商
品
を
運

ぶ
海
運
業
と
荒
物
・
呉
服
を
扱
う
部
門
を
相
州
方
と
し
て
新
設
し
た
。
天
保
一
〇
年
に
は
京
都
六
角
富
小
路
西
入
ル
に
呉
服
類
仕
入
れ
の
た
め
の
出
店
を
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設
け
た
。
京
都
と
関
東
の
間
で
の
諸
国
産
物
廻
し
の
商
法
を
取
り
入
れ
た
の
で
あ
る
。
初
代
は
嘉
永
六
年
に
隠
居
し
、
万
延
元
年
に
七
二
歳
で
亡
く
な
っ

た
。天

保
一
二
年
か
ら
京
都
店
で
商
務
見
習
を
は
じ
め
て
商
業
界
に
入
っ
た
二
代
目
は
、
支
配
人
を
経
て
、
初
代
の
没
後
は
仕
入
を
担
当
す
る
京
都
店
を
担

当
し
な
が
ら
、
一
門
を
統
率
し
た
。
元
治
元
年
の
禁
門
の
変
に
よ
っ
て
京
都
店
は
類
焼
し
た
が
、
逆
に
こ
の
事
変
を
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、
上
方

か
ら
の
江
戸
へ
の
呉
服
・
太
物
類
の
移
送
の
欠
乏
に
目
を
つ
け
た
二
代
目
は
、
江
戸
へ
の
売
込
み
を
は
か
り
、
巨
利
を
博
し
た
。
明
治
元
年
の
商
法
大
意

の
発
布
に
よ
っ
て
自
由
売
買
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
東
京
で
の
営
業
活
動
を
活
発
化
し
、
五
年
四
月
一
六
日
に
日
本
橋
伊
勢
町
に
東
京
店
を
開

店
し
た
。
開
店
当
初
、
人
員
は
二
代
目
定
右
衛
門
は
じ
め
五
人
で
あ
り
、
営
業
種
目
は
、
為
替
業
務
、
金
貸
業
と
相
州
方
を
吸
収
し
た
荒
物
の
卸
売
り
、

太
物
卸
売
り
で
あ
っ
た
。
八
年
に
は
輸
入
綿
布
を
扱
う
金
巾
方
を
設
け
た
。
こ
の
間
、
新
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
体
制
を
築
く
た
め
に
、
二
年
正
月
に
商
い

の
基
本
姿
勢
を
打
ち
出
し
た
「
塚
本
申
合
書
」
を
制
定
し
て
い
る
。

二
代
目
は
、
明
治
一
二
年
の
最
初
の
県
議
選
挙
に
当
選
し
、
四
年
間
県
政
に
も
た
ず
さ
わ
っ
た
。
そ
の
後
、
塚
本
商
店
は
、
二
二
年
に
塚
本
商
社
と
し

て
会
社
組
織
を
採
り
、
二
六
年
に
は
商
法
の
発
布
を
機
に
塚
本
商
社
を
塚
本
合
名
会
社
に
改
組
し
た
。
二
九
年
に
は
、
五
年
間
の
出
張
販
売
と
商
業
調
査

の
予
備
段
階
を
経
て
、
持
下
り
商
い
に
よ
っ
て
獲
得
し
た
顧
客
を
中
核
に
し
た
小
樽
支
店
を
設
け
、
商
運
は
伸
展
し
た
。
資
本
金
一
〇
〇
万
円
の
株
式
会

社
塚
本
商
店
が
誕
生
す
る
の
は
大
正
九
年
一
月
五
日
で
あ
る
。
こ
の
時
の
従
業
員
は
、
店
員
九
九
名
、
男
衆
二
二
名
、
女
子
一
五
名
で
あ
っ
た
。
現
在
は
、

東
証
一
部
上
場
ア
パ
レ
ル
商
社
の
ツ
カ
モ
ト
株
式
会
社
（
資
本
金
二
六
億
円
、
従
業
員
四
〇
〇
名
）
と
な
っ
て
い
る
。

二
代
目
定
右
衛
門
が
、
勝
海
舟
や
福
沢
諭
吉
を
は
じ
め
、
品
川
弥
二
郎
・
杉
浦
重
剛
・
伊
庭
貞
剛
・
谷
鉄
心
・
赤
松
連
城
・
北
垣
国
道
・
伊
東
祐
亨
・

広
瀬
宰
平
・
河
上
謹
一
等
の
名
士
と
も
交
際
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
書
簡
、
家
訓
や
揮
毫
書
の
類
か
ら
も
明
瞭
に
窺
う
事
が
で
き
る
（
私
家
版
『
紅
屋
三
翁
』）。

と
く
に
、
勝
海
舟
の
『
氷
川
清
話
』
に
は
、
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
商
人
の
社
会
貢
献
事
業
と
し
て
、
二
代
目
定
右
衛
門
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
紹
介
さ
れ
て
い

る
。二

代
目
定
右
衛
門
は
、
近
江
商
人
の
衰
亡
譚
を
書
く
契
機
を
、
商
い
に
慣
れ
ず
に
苦
労
し
て
い
る
若
年
時
に
、「
佐
介
」
と
い
う
人
か
ら
商
家
の
警
告

の
書
と
し
て
「
三
井
考
見
録
」
と
い
う
写
本
を
薦
め
ら
れ
た
こ
と
に
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。「
佐
介
」
と
い
う
の
は
、
最
初
の
奉
公
人
で
あ
り
、
後
に
別
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家
の
塚
本
佐
兵
衛
家
を
興
し
た
佐
助
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
に
云
う
「
三
井
考
見
録
」
と
い
う
写
本
が
、
子
孫
の
訓
戒
と
す
る
た
め
に
京
都
町
人
の

没
落
例
を
集
め
て
三
井
高
房
が
享
保
一
三
年
に
著
し
た
『
町
人
考
見
録
』
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
定
右
衛
門
は
、
高
房
の
顰
に
倣
い
、
維
新
前

後
の
商
家
の
衰
退
と
没
落
の
事
例
を
集
め
て
、
子
孫
へ
の
戒
め
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
家
業
の
永
続
を
願
っ
た
の
で
あ
る
。

取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
近
江
の
商
家
一
六
家
と
大
坂
の
商
家
一
家
、
そ
れ
に
書
物
か
ら
引
用
し
た
三
家
の
商
家
の
話
で
あ
る
。
近
江
の
一
六
の

商
家
を
分
類
す
る
と
、
他
国
稼
ぎ
に
従
事
し
た
近
江
商
人
一
一
家
、
金
融
業
者
四
家
、
家
業
不
明
一
家
で
あ
る
。
近
江
商
人
の
衰
亡
の
要
因
と
し
て
挙
げ

ら
れ
て
い
る
内
容
は
、
色
欲
と
奢
り
・
同
族
の
不
和
と
虚
栄
・
過
度
の
家
普
請
と
遊
興
・
遊
惰
と
放
蕩
・
時
勢
に
疎
く
無
為
無
策
・
驕
奢
と
家
風
の
紊

乱
・
無
慈
悲
・
強
欲
・
虚
飾
と
放
埓
・
淫
乱
・
空
論
の
実
施
等
に
ま
と
め
ら
れ
る
。
い
ず
れ
も
極
め
て
平
凡
な
衰
退
と
没
落
事
情
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
事

例
は
、
そ
の
祖
先
が
勤
倹
を
も
っ
て
興
し
た
家
を
、
そ
の
子
孫
が
遊
惰
に
よ
っ
て
潰
し
た
と
い
う
平
明
な
真
理
を
表
し
て
余
す
と
こ
ろ
が
な
い
。

「
続

（
表
紙
）

考
見
録
　
草
稿
」

吾
か
京
都
仕
入
店
江
　
　
　
た
る
ハ
天
保
十
年
、
即
ち
今
を
さ
る
事
六
十
一
年
の
昔
に
し
て
十
四
歳
の
頃
な
り
き
、
其
後
奥
州
平
絹
と
加
賀
上
絹
と
の
見

訳
け
さ
へ
付
か
す
鬱
気
望
瞞
（
膨
満
）

を
催
ふ
し
楽
し
ま
さ
る
折
か
ら
、
佐
介
と
い
へ
る
人
写
本
一
部
を
授
け
て
い
ふ
、
こ
れ
商
家
の
警
書
な
り
と
、
こ
れ
を
受
け

て
見
れ
ハ
三
井
考
見
録
と
い
へ
る
宝
典
也
、
そ
の
大
意
ハ
凡
諸
家
先
祖
貧
困
よ
り
起
り
勤
業
克
く
家
を
興
し
た
る
も
、
其
子
孫
富
貴
の
家
に
生
れ
て
遊
惰

に
月
日
を
く
ら
し
家
を
潰
す
も
の
多
き
を
歎
き
て
、
古
人
の
失
敗
な
と
引
証
し
て
い
ま
し
め
と
せ
り
、
再
三
展
読
し
て
稍
得
る
処
あ
り
、
奮
起
家
業
に
従

事
す
、
尓
来
崇
信
屡
々
拝
読
す
る
に
痛
激
寒
心
に
堪
さ
ら
し
む
、
扨
彼
の
旧
幕
府
の
末
年
、
西
洋
の
事
情
を
し
ら
す
上
下
騒
然
と
し
て
民
業
ニ
影
闇
を
及

ほ
し
、
其
厄
運
を
免
る
ゝ
能
は
さ
る
も
の
多
く
、
維
新
前
後
よ
り
漸
次
西
洋
の
文
物
輸
入
之
事
、
多
く
ハ
彼
れ
に
倣
ひ
し
も
外
部
を
装
ふ
の
ミ
に
し
て
、

内
部
無
形
の
整
調
に
経
験
乏
し
く
、
失
敗
少
か
ら
す
し
て
成
功
の
見
る
へ
き
も
の
多
か
ら
す
、
明
治
に
起
り
て
明
治
に
倒
れ
し
は
し
ハ
ら
く
お
き
、
維
新

前
の
如
き
勢
力
な
き
ハ
大
阪
に
て
ハ
炭
彦
氏
、
近
半
氏
、
破
産
絶
家
と
聞
え
し
ハ
加
嶋
屋
氏
、
平
五
氏
、
炭
安
氏
等
二
十
四
大
家
、
我
近
江
に
て
早
崎
氏
、

給
仕
し

勤
　
め
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松
前
屋
氏
等
の
商
人
な
り
、
嗚
呼
昔
し
高
房
翁
か
後
世
の
為
に
深
慮
の
家
訓
な
か
り
せ
は
、
他
の
旧
豪
商
諸
家
と
等
し
く
、
三
井
氏
も
亦
或
ひ
ハ
退
歩
せ

し
や
も
知
る
へ
か
ら
す
、
然
ニ
遠
く
享
保
に
高
房
翁
の
深
慮
あ
り
、
近
く
維
新
前
に
高
福
翁
の
賢
才
あ
り
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
其
恵

み
を
得
て
今
日
の
隆
盛
を
致
せ
る
ハ
、
果
し
て
天
道
の
是
な
る
乎
、
我
々
商
軍
の
元
帥
と
し
て
日
本
国
の
名
誉
な
り
、
我
家
未
タ
幼
稚
な
り
と
雖
も
誠
実

を
以
て
徐
歩
せ
は
、
晩
年
に
於
て
些
児
の
得
る
所
な
か
ら
ん
や
、
爰
に
続
考
見
録
を
記
し
て
、
聊
本
編
考
見
録
の
嘉
恵
を
承
継
す
と
云
爾

明
治
三
十
二
年
十
月
　
　
二
代
目
塚
本
定
右
衛
門
七
十
四
歳
記

彦
根
　
　
早
崎
専
五
郎

長
浜
　
　
西
嶋
太
左
衛
門

大
津
　
　
清
水
彦
兵
衛

大
津
　
　
古
望
仁
兵
衛

日
野
　
　
門
阪
善
太
郎

日
野
　
　
飯
嶋
利
兵
衛

八
幡
　
　
伴
庄
右
衛
門

八
幡
　
　
岡
田
小
八
郎

中
郡
　
　
松
居
太
七

中
郡
　
　
川
嶋
源
左
衛
門

中
郡
　
　
中
澤
善
助

中
郡
　
　
藤
井
忠
兵
衛

中
郡
　
　
川
嶋
清
左
衛
門

中
郡
　
　
市
田
清
左
衛
門

（

）

翁
ハ
若
年
よ
り
親
に
孝
に
身
を
慎
ミ
、

家
業
に
精
し
て
機
を
見
る
の
眼
識
有
と
云
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中
郡
　
　
猪
田
清
八

八
幡
　
　
西
川
貞
治
郎

虎
の
巻
　
恵
比
須
屋
太
郎
兵
衛

虎
の
巻
　
大
黒
屋
次
郎
兵
衛

虎
の
巻
　
福
田
徳
兵
衛

日
野
　
　
日
野
商
人

早
崎
専
五
郎

江
州
彦
根
石
ヶ
崎
町
に
住
す
、
其
先
ハ
浅
井
郡
早
崎
村
の
住
人
ニ
し
て
、
浅
井
軍
記
等
ニ
も
其
先
代
の
事
を
記
し
有
、
慶
長
年
中
井
伊
侯
彦
根
ニ
城
を
築

か
れ
し
后
、
石
ヶ
崎
町
江
移
住
し
、
尓
来
彦
根
藩
の
為
替
用
を
務
め
た
り
、
文
政
の
頃
、
専
五
郎
父
某
寒
中
に
も
足
袋
を
は
か
す
、
こ
た
つ
ニ
足
を
出
さ

す
、
手
を
あ
ふ
る
の
ミ
、
芹
堤
に
て
も
ち
ば
な
れ
の
鴨
一
羽
拾
ふ
、
歩
行
な
か
ら
の
思
案
、
こ
れ
醤
油
喰
ひ
也
と
す
て
ゝ
去
る
と
い
ふ
、
天
保
年
中
家
老

某
に
と
り
入
り
、
御
手
元
金
を
預
り
及
藩
士
町
人
に
も
頻
り
に
貯
蓄
を
奨
励
す
、
児
童
と
雖
も
数
十
金
の
貯
蓄
を
な
す
に
至
る
、
早
崎
氏
は
之
を
下
歩
に

預
り
手
堅
く
低
（
マ
マ
）当
貸
附
を
な
す
、
慎
ま
し
き
心
か
ら
ち
り
も
積
り
て
山
を
な
し
三
十
余
年
の
間
に
弐
拾
万
両
の
身
代
と
成
れ
り
、
其
子
専
五
郎
維
新
前
後

士
族
に
列
し
禄
若
干
を
領
し
、
維
新
后
彦
根
藩
の
会
計
を
掌
と
る
所
の
官
に
任
セ
ら
る
、
大
酒
を
好
み
人
を
眼
下
に
見
下
し
、
粗
暴
の
挙
動
毎
々
あ
り
て

償
金
を
出
さ
す
、
万
延
元
年
桜
田
事
件
よ
り
藩
主
之
調
達
嵩
み
、
廃
藩
置
県
後
ハ
古
証
文
と
な
り
漸
く
融
通
会
社
な
る
も
の
を
設
立
し
て
銀
行
の
業
務
を

取
行
ひ
、
大
坂
に
支
店
を
置
き
し
に
、
支
配
人
某
貸
金
及
地
所
を
求
む
る
と
か
の
こ
と
に
て
も
、
失
敗
に
失
敗
を
か
さ
ね
て
苦
る
し
紛
れ
ニ
筆
先
を
濫
用

し
漸
次
大
借
に
成
申
也
、
明
治
の
初
ハ
独
逍

（
遊
）
皇
族
来
彦
の
時
其
御
宿
を
為
せ
り
、
当
時
ハ
家
屋
も
壮
麗
器
具
万
端
行
届
き
盛
ん
な
る
饗
応
を
な
せ
し
よ
し
、

然
る
に
大
阪
島
田
組
の
瓦
解
の
頃
な
り
し
か
、
早
崎
破
産
し
て
所
有
の
好
き
地
所
纏
ま
り
あ
る
も
の
代
価
六
万
円
に
て
外
村
氏
へ
売
却
せ
り
、
先
代
は
慎

ま
し
く
し
て
三
十
余
年
の
間
に
二
十
余
万
の
金
も
う
け
、
其
子
ハ
之
を
十
年
間
に
驕
奢
の
為
に
遣
ひ
（
抹
消
）

果
す
、
専
五
郎
破
産
の
後
ハ
其
妻
ふ
ぢ
女
と
共
に
京

都
に
寓
居
し
て
甚
タ
困
究

（
窮
）

中
に
病
死
せ
り



第
五
六
巻
第
二
号

六

（
二
三
三
）

西
嶋
太
左
衛
門

長
浜
町
御
堂
前
に
住
居
し
て
五
十
年
已
前
は
第
一
等
の
商
人
に
て
こ
れ
ニ
次
く
家
な
か
り
し
と
な
り

長
浜
は
蚕
糸
縮
緬
の
産
物
あ
り
て
、
徳
川
家
極
盛
の
頃
川
崎
氏
、
下
村
氏
、
吉
川
氏
を
三
人
衆
と
て
住
地
あ
り
、
吉
川
の
家
屋
敷
ハ
郡
役
所
と
な
る
、
然

る
に
太
左
衛
門
は
管
笠
及
近
江
表
類
雑
貨
品
を
商
ひ
て
、
東
海
道
江
行
商
し
て
富
豪
の
身
と
な
る
、
慈
善
心
も
あ
り
し
由
、
然
る
に
三
四
十
年
前
松
本
某

貿
易
を
以
て
立
身
し
て
富
ミ
、
西
嶋
と
肩
を
双
へ
第
一
等
に
進
む
、
二
代
目
太
左
衛
門
こ
れ
を
う
ら
や
み
従
来
の
東
海
道
行
商
を
廃
業
し
て
京
呉
服
を
以

九
州
を
創
む
、
そ
の
人
と
為
り
御
気
よ
し
に
し
て
、
手
代
に
好
れ
か
し
つ
か
れ
、
自
己
ハ
身
持
よ
か
ら
す
、
妻
子
あ
る
身
を
持
ち
て
京
都
富
永
町
井
之
つ

方
芸
子
を
受
出
し
、
二
三
ヶ
年
は
京
都
ニ
置
き
本
妻
も
い
と
女
、
妾
も
い
と
女
と
同
名
と
す
、
こ
れ
は
名
乗
の
あ
る
よ
し
、
後
ち
ニ
長
浜
へ
妾
宅
を
構
へ

一
人
の
女
子
を
生
む
、
其
女
子
棚
の
陶
器
の
沢
山
ニ
落
る
響
に
驚
き
発
病
し
死
去
す
と
い
ふ

本
妻
の
い
と
女
男
子
五
人
女
子
三
人
を
生
む
、
娘
を
分
家
太
平
に
嫁
し
て
目
下
零
落
す
、
長
男
某
長
浜
病
院
の
受
付
と
成
る
、
次
男
某
乞
食
同
様
ニ
な
り
、

聊
の
遠
縁
を
云
ひ
た
て
ゝ
大
塚
吉
平
氏
に
拾
銭
の
合
力
を
請
る
と
聞
け
り

西
嶋
太
左
衛
門
二
代
め
、
未
タ
財
産
豊
な
る
頃
、
彦
根
物
産
会
社
な
る
も
の
長
浜
町
に
在
り
、
其
店
先
へ
来
り
、
弐
歩
金
を
紙
に
も
包
ま
す
裸
に
て
百
両

斗
紙
入
よ
り
出
し
て
人
に
見
せ
し
事
も
あ
り
し
由
、
妾
い
と
女
瘡
毒
に
て
後
ち
に
面
相
も
変
り
甚
タ
困
窮
し
て
死
し
、
太
左
衛
門
破
産
し
て
宮
町
ニ
四
畳

半
弐
ツ
の
借
家
を
一
と
間
よ
り
住
居
し
て
其
家
よ
り
葬
を
出
し
た
り
と

五
十
年
前
ニ
ハ
長
浜
第
一
等
西
嶋
太
左
衛
門
氏
な
り
し
が
、
三
十
年
前
ハ
西
嶋
氏
と
松
本
藤
十
郎
氏
と
を
第
一
等
と
す
、
昨
今
ハ
浅
見
氏
、
石
居
氏
、
下

郷
氏
を
第
一
等
と
し
、
大
塚
氏
を
二
等
、
松
本
氏
は
五
等
と
承
る

両
替
屋
彦
兵
衛

大
津
大
工
町
に
住
居
し
、
両
換
を
以
て
渡
世
と
す
、
諸
国
諸
藩
江
貸
金
を
成
す
蔵
元
な
り
、
郡
山
よ
り
多
く
扶
持
米
給
ハ
り
て
、
六
七
十
年
前
迄
は
近
江

第
一
の
豪
富
の
や
う
に
風
聞
す
、
其
頃
京
都
六
角
堂
に
鐘
鋳
あ
り
、
此
時
つ
き
そ
め
せ
し
薄
雪
太
夫
を
見
受
し
て
三
井
寺
下
の
別
荘
に
置
き
、
遊
具
日
々



近
江
商
人
の
衰
亡
譚
　
「
続
考
見
録
　
草
稿
」（
末
永
・
本
村
・
上
野
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・
奥
田
）

七

（
二
三
二
）

長
し
、
何
事
ニ
抱
は
ら
す
、
前
例
破
格
の
事
多
く
、
乱
行
募
り
栄
花
を
極
め
て
三
四
年
経
る
う
ち
に
、
又
野
雉
を
愛
し
、
家
鶴
を
疎
み
薄
雪
を
我
妹
分
と

し
て
他
に
縁
付
た
る
よ
し
を
聞
け
り
、
都
而
両
換
屋
の
内
暮
は
資
金
甚
タ
多
か
ら
す
、
得
意
先
の
預
り
金
少
な
か
ら
ぬ
も
の
成
ニ
、
連
年
の
驕
奢
殊
ニ
内

部
の
奢
靡
外
見
を
は
る
故
ニ
手
代
等
身
分
ニ
過
た
る
交
際
を
な
し
、
本
家
を
倒
し
て
も
自
己
の
腹
を
肥
さ
ん
と
す
る
は
通
弊
な
り
、
然
ニ
維
新
ニ
際
し
諸

藩
の
貸
金
ハ
旧
新
公
債
と
成
り
、
取
引
先
き
の
預
り
金
ハ
一
時
に
取
付
ら
れ
て
遂
ニ
閉
店
し
、
所
蔵
の
珍
器
名
取
川
の
香
合
は
紀
州
家
ヘ
宿
換
を
成
し
、

物
数
奇
の
茶
釜
風
呂
四
十
余
、
五
月
笠
の
茶
碗
百
余
、
之
ニ
順
し
無
地
金
屏
風
等
家
什
器
具
売
代
な
し
、
大
工
町
の
家
屋
敷
は
郡
役
所
と
な
る

両
替
は
清
水
を
氏
と
す
、
別
家
銭
屋
某
紙
商
を
し
て
京
町
ニ
在
り
、
古
主
の
血
統
を
求
め
得
て
細
き
煙
り
を
立
て
し
む
と
い
ふ

古
望
仁
兵
衛

大
津
橋
本
町
に
住
居
し
、
御
代
官
石
原
殿
役
所
の
懸
屋
た
り
、
明
治
の
初
年
松
田
県
令
の
時
、
報
恩
社
の
基
本
金
弐
三
万
両
を
下
歩
ニ
預
か
る
、
同
七
八

年
彦
根
早
崎
破
産
の
時
折
損
あ
り
、
十
七
八
年
頃
基
本
金
取
戻
し
の
催
促
を
受
ケ
し
時
、
財
産
既
に
欠
乏
せ
し
の
ミ
な
ら
す
、
亦
幾
許
の
負
債
あ
り
し
を

以
て
金
融
す
る
の
信
用
な
く
非
常
の
窘
迫
を
極
め
、
漸
々
半
高
返
済
し
、
其
半
高
は
住
居
橋
本
町
の
家
屋
敷
を
も
差
出
し
て
跡
は
年
賦
と
成
る

前
き
に
百
十
五
国
立
銀
行
を
設
立
し
、
こ
れ
か
頭
取
と
成
り
て
株
式
に
失
敗
あ
り
、
今
は
湖
南
銀
行
と
名
称
を
変
更
し
て
大
津
町
の
共
有
な
り

門
坂
善
太
郎

日
野
内
池
町
に
住
す
、
相
州
藤
沢
宿
に
酒
造
店
を
開
き
其
の
造
酒
を
販
売
し
て
国
元
の
妻
子
給
養
す
、
し
か
る
に
四
十
年
以
前
新
宅
半
五
郎
と
血
統
論
あ

り
、
此
時
双
方
江
弥
二
馬
連
加
は
り
て
凡
勝
敗
判
然
せ
す
、
斯
て
歳
月
を
送
る
う
ち
に
藤
沢
の
酒
店
丸
焼
に
あ
ひ
て
産
を
破
れ
り
、
然
れ
と
も
先
祖
の
余

沢
猶
伊
勢
京
ニ
小
支
店
あ
る
を
以
て
逼
塞
し
て
漸
く
家
名
を
存
し
、
世
間
に
交
際
を
少
な
く
し
閑
日
を
く
ら
す

新
分
家
半
五
郎
美
麗
を
好
む
、
四
十
年
前
家
宅
を
改
造
す
る
に
金
力
を
つ
く
し
、
本
家
と
同
時
に
競
争
し
て
、
職
人
日
雇
へ
心
付
ケ
を
過
分
に
遣
し
近
所

隣
へ
餅
な
と
配
る
、
半
五
郎
遊
芸
に
長
す
、
又
妻
女
の
容
姿
を
撰
み
京
都
の
画
工
冨
田
光
栄
氏
の
女
を
娶
る
、
相
州
藤
沢
店
焼
失
後
ハ
夫
婦
京
都
へ
引
こ

し
旅
籠
屋
渡
世
す
、
内
池
町
の
家
屋
敷
は
病
院
と
化
し
て
某
院
長
の
住
居
と
な
る



第
五
六
巻
第
二
号

八

（
二
三
一
）

祖
先
の
他
国
に
開
店
す
る
ハ
其
土
地
の
人
情
時
勢
を
視
察
し
て
業
を
は
し
む
、
創
業
起
産
の
辛
労
思
ふ
へ
き
な
り
、
相
続
人
た
る
も
の
ハ
年
々
貯
蓄
し
余

産
を
増
殖
し
て
不
虞
に
備
へ
な
さ
ゝ
る
へ
か
ら
す

飯
嶋
利
兵
衛

日
野
町
第
二
流
の
商
人
に
て
西
大
路
に
住
居
し
、
奥
州
仙
台
と
参
州
岡
崎
に
酒
造
店
あ
り
、
在
宅
の
時
ハ
近
隣
ニ
而
の
派
き
ゝ

（
羽
利
き
）

も
の
に
て
乗
馬
を
好
む
、

経
済
ハ
不
得
手
の
か
た
槻
一
式
の
土
蔵
を
新
築
し
、
壮
麗
な
る
座
敷
も
二
棟
た
つ
る
、
其
物
好
き
慶
長
金
を
潰
し
て
透
し
彫
の
屏
風
金
も
の
と
し
、
紫

丹
（
檀
）
を
ふ
ち
と
す
、
雪
中
に
弐
歩
金
を
ま
き
ち
ら
し
芸
子
を
丸
裸
に
し
て
之
を
拾
ハ
し
む
等
風
聞
す
、
飯
嶋
の
孫
零
落
し
石
部
貝
懸
（
鎌
掛
）

辺
の
路
頭
に
斃
る
と

槻
揃
の
土
蔵
た
て
ゝ
よ
り
十
五
年
め
ニ
売
り
て
他
家
の
も
の
と
成
る

伴
庄
右
衛
門

其
先
ハ
甲
賀
郡
伴
ヶ
畑
の
人
、
天
正
年
中
八
幡
新
町
へ
移
住
し
、
尓
来
畳
の
表
を
東
国
へ
商
ひ
て
家
を
興
し
、
江
戸
日
本
橋
通
り
一
町
目
に
店
を
開
く
、

代
々
勤
倹
に
し
て
富
み
栄
え
、
江
戸
本
町
に
も
小
間
物
店
を
設
け
、
又
大
阪
淡
路
町
に
近
江
表
琉
球
表
等
を
商
ふ
、
豪
商
の
名
高
し
、
明
和
の
頃
伴
嵩
蹊

氏
畸
人
伝
を
述
作
す
、
晩
年
京
都
大
仏
池
田
町
に
閑
居
し
閑
田
文
章
あ
り
、
文
化
三
年
没
す
、
八
幡
ハ
旧
幕
府
御
領
分
な
る
を
天
保
年
間
尾
州
領
と
成
し

頃
も
此
伴
氏
と
西
川
利
右
衛
門
氏
を
以
御
用
達
の
第
一
と
す
、
其
頃
の
風
俗
大
家
の
児
童
も
寺
子
屋
へ
通
学
す
、
然
ニ
手
習
師
匠
を
聘
し
て
稽
古
す
、
其

子
漸
く
成
人
す
る
に
随
ひ
遊
惰
に
な
り
、
放
蕩
長
し
支
那
人
を
も
友
と
し
、
遊
所
に
通
ふ
こ
と
繁
く
、
先
祖
創
業
の
苦
労
を
忘
れ
て
追
々
身
代
疲
弊
す
、

仕
法
の
た
め
家
財
を
売
立
る
こ
と
前
後
十
一
度
ニ
及
て
、
終
ニ
家
屋
敷
は
八
幡
学
校
の
名
称
を
附
る
ニ
至
る
、
其
根
本
的
の
改
革
を
行
ふ
の
果
断
な
か
り

し
為
に
、
八
幡
町
第
一
等
の
名
家
な
る
黄
金
嚢
は
ほ
こ
ろ
ひ
に
け
り
、
誠
に
お
し
む
べ
し

松
前
屋
小
八
郎

八
幡
為
心
町
に
住
居
す
、
尾
州
名
古
屋
本
町
に
呉
服
太
物
小
売
店
あ
り
、
伊
藤
氏
、
下
村
氏
、
松
前
屋
氏
と
名
古
屋
の
三
大
店
と
称
し
、
遠
近
に
評
判
高



近
江
商
人
の
衰
亡
譚
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続
考
見
録
　
草
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九

（
二
三
〇
）

く
、
旧
家
に
て
拾
万
両
已
上
の
身
代
と
風
聞
す
、
熱
田
に
能
き
田
地
を
所
有
す
、
然
ル
ニ
講
金
な
と
請
込
み
、
店
の
人
数
多
き
か
故
に
雑
用
多
し
、
維
新

の
空
気
を
呼
吸
せ
す
時
世
に
処
す
る
の
道
を
講
せ
す
、
適
当
の
方
針
を
定
む
る
人
な
く
肺
病
患
者
の
如
く
じ
り

く
衰
弱
す

商
ひ
の
利
潤
と
家
費
と
収
支
相
償
ハ
さ
る
に
よ
り
、
本
家
岡
田
八
十
二
氏
并
正
野
玄
三
氏
等
相
談
の
上
、
名
古
屋
店
を
引
上
ケ
、
雇
人
を
解
雇
し
預
り
金

を
返
却
し
、
京
店
の
ミ
を
残
す
こ
と
に
決
議
し
、
名
古
屋
店
売
代
金
六
千
両
の
う
ち
四
千
両
を
番
頭
某
持
登
る
、
途
中
、
岐
阜
住
医
師
某
方
に
一
泊
し
て

翌
日
養
老
瀧
に
遊
ふ
、
其
夜
急
病
発
し
飛
報
小
八
郎
の
許
に
達
す
、
驚
き
駆
付
て
ミ
れ
は
番
頭
正
体
な
し
、
金
子
入
の
革
嚢
な
し
、
家
宅
捜
索
と
聞
く
よ

り
先
生
逐
電
せ
り
、
官
の
詮
議
厳
し
く
年
経
て
捕
縛
投
獄
さ
れ
、
懲
役
と
な
る
も
金
は
か
へ
ら
す
、
二
三
年
過
て
京
店
を
も
売
払
ひ
し
と
き
、
猶
壱
万
弐

三
千
円
の
資
産
あ
り
、
此
時
已
に
公
債
証
書
の
御
発
行
も
あ
り
、
能
々
慎
し
み
て
之
を
守
ら
ハ
維
持
す
へ
か
り
し
に
、
忠
実
な
る
本
家
の
方
案
を
容
れ
す

株
式
に
失
敗
を
重
ね
、
八
幡
へ
帰
る
も
恥
か
し
と
て
水
口
士
族
大
嶋
某
と
ア
メ
リ
カ
国
江
行
商
し
、
見
込
は
づ
れ
て
間
も
な
く
資
金
を
皆
無
に
す
、
其
出

立
の
節
は
送
別
会
を
催
し
、
帰
国
の
時
は
帰
り
嘆
（
譚
）
の
花
も
な
く
、
故
郷
へ
手
を
束
ね
て
み
す
ほ
ら
し
く
帰
れ
り
、
程
な
く
妻
女
死
亡
し
子
も
死
去
す
、
雇

ひ
女
ま
て
変
死
し
て
困
窮
に
至
り
、
西
川
某
の
京
店
ニ
蒲
団
代
金
五
円
も
滞
る
ほ
と
也
と
聞
け
り

松
居
太
七

江
州
神
崎
郡
五
ヶ
荘
村
位
田
の
人
、
其
祖
父
某
農
事
之
間
ニ
上
州
麻
苧
を
買
て
江
州
に
売
り
、
又
京
大
坂
の
品
を
東
国
ニ
商
ふ
、
父
某
も
同
し
く
京
阪
の

物
産
を
仕
入
て
東
国
に
売
る
を
業
と
す
、
其
人
と
為
り
誠
実
倹
勤
商
売
ニ
巧
者
な
り
、
巨
万
の
富
を
致
し
て
家
蔵
を
改
造
せ
す
、
服
ハ
家
機
木
綿
の
外
を

き
す
、
専
ら
善
事
を
行
ふ
、
深
淵
魚
生
し
人
富
て
仁
義
の
先
言
に
背
か
す
、
晩
年
法
体
し
て
遊
見
と
称
す
、
安
政
乙
卯
夏
享
年
八
十
六
逝
す
、
四
男
あ
り
、

兄
久
治
郎
先
ニ
没
す
、
子
あ
り
、
孫
を
以
家
を
承
く
、
仲
兄
亦
没
ス

太
七
ハ
末
子
な
れ
と
も
后
妻
の
総
領
な
る
ゆ
へ
生
母
の
勢
力
ヲ
仮
り
、
二
兄
ニ
鳫
行
せ
す
、
成
人
ニ
及
て
分
家
し
、
呉
服
太
物
類
を
以
て
、
江
戸
伊
勢
町

に
開
店
し
、
繰
綿
種
油
を
も
商
ふ
　
小
林
氏
◎
外
村
氏
と
豪
商
の
名
を
等
く
す
、
京
都
ニ
て
ハ
奥
州
糸
絹
を
商
ひ
三
条
通
高
倉
ニ
店
有
、
世
盛
り
ニ
ハ
金

力
を
以
て
居
宅
改
築
す
る
ニ
隣
家
を
取
除
け
、
後
園
ニ
牡
丹
を
多
く
植
て
花
の
頃
は
貴
族
来
臨
有
、
太
七
困
窮
者
に
吝
な
ら
す
、
社
寺
の
参
詣
も
怠
ら
す
、

氏
神
の
社
地
を
広
け
寺
院
を
勝
地
ニ
移
転
し
、
父
翁
の
碑
を
建
つ
、
海
屋
翁
の
撰
文
な
り
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こ
れ
偏
に
父
翁
在
世
誠
実
勤
倹
商
売
ニ
巧
者
に
し
て
、
巨
万
の
致
富
よ
り
出
た
る
結
果
な
れ
ハ
、
太
七
氏
も
其
志
を
継
続
し
て
倹
勤
を
守
り
、
子
孫
を
教

育
し
、
家
名
永
久
を
計
る
へ
き
に
只
眼
前
を
見
て
遠
き
慮
り
な
き
か
如
し

太
七
若
年
父
ニ
従
ひ
東
西
ニ
奔
走
し
、
棒
を
も
か
つ
く
も
品
行
ヲ
異
に
し
、
驕
奢
に
し
て
相
撲
取
を
愛
し
、
色
を
好
み
廉
知
を
忘
れ
礼
節
を
み
た
る
、
妻

妾
数
人
子
三
十
人
あ
り
て
物
入
多
し
、
曽
て
仏
事
あ
り
帰
ら
す
、
定
日
を
延
ハ
す
も
帰
宅
せ
す
、
妻
歌
女
京
都
へ
迎
ひ
ニ
登
る
も
剛
情
言
ふ
、
妻
女
独
り

帰
宅
し
声
を
放
つ
て
泣
く
、
従
是
発
病
し
て
終
ニ
死
す
、
程
な
く
仲
居
く
り
女
を
後
妻
と
し
、
翌
年
女
子
生
る
、
亡
妻
歌
女
腹
の
児
捨
次
郎
及
力
蔵
ニ
平

日
縮
緬
の
袖
を
用
ひ
朝
夕
蒸
菓
子
を
与
え
、
悪
し
き
友
と
遊
ふ
も
其
子
の
好
き
に
任
す
、
こ
れ
其
子
を
破
家
失
業
の
人
と
な
す
也
、
家
庭
教
育
な
し
、
捨

次
郎
漸
く
成
人
し
て
放
蕩
日
々
長
し
て
、
妾
宅
を
江
戸
某
町
に
構
ヘ
、
鶯
一
羽
三
十
両
を
費
ひ
や
し
好
き
声
を
坪
に
響
け
艶
美
な
る
を
妾
と
共
に
愛
す
、

力
蔵
の
幼
時
祖
父
翁
い
ふ
、
此
児
商
人
の
芽
出
し
也
と
、
十
七
八
歳
相
州
ヘ
行
商
の
附
手
代
ガ
ラ
新
兵
衛
ジ
ン
ク
の
上
手
也
、
力
蔵
商
腕
伸
ひ
す
、
太
七

氏
耳
順
に
近
く
し
て
、
猶
金
の
貸
借
を
自
ら
務
ム
、
或
時
ハ
江
戸
店
仕
入
品
の
買
口
に
助
言
す
、
甥
の
某
ハ
妾
と
同
居
し
て
木
屋
町
よ
り
折
々
三
条
の
支

店
ニ
つ
と
む
、
こ
れ
ニ
太
七
の
女
を
嫁
し
て
い
ち
こ
女
史
と
す
、
さ
れ
と
本
人
は
之
を
妻
視
せ
す

江
戸
店
支
配
人
勇
助
ハ
算
盤
高
し
、
出
坂
買
物
す
れ
ハ
無
理
言
ひ
店
の
評
も
あ
り
、
而
し
て
吉
原
焼
け
に
稲
本
楼
江
千
金
を
貸
与
し
て
滞
る
、
抱
の
小
稲

女
押
て
勇
介
の
女
房
と
成
る
、
伊
せ
町
ヘ
勇
助
の
出
入
り
従
前
の
こ
と
し
、
後
ち
に
勇
助
ハ
横
浜
通
ひ
の
汽
船
破
裂
し
て
焼
死
す
、
次
の
番
頭
某
奢
り
て

早
く
死
す
、
こ
の
店
ハ
近
頃
精
進
日
に
も
魚
鳥
を
止
め
す
、
或
と
き
ハ
紙
屑
か
こ
よ
り
下
帯
い
て
ゝ
誰
何
す
れ
と
も
其
人
知
れ
す
、
堀
越
翁
の
厚
意
店
風

を
矯
正
せ
ん
と
し
て
能
ハ
す
、
江
戸
店
類
焼
し
改
造
の
時
、
大
き
な
る
棟
木
を
求
め
、
棟
上
の
日
に
大
綱
き
れ
て
仕
事
師
に
弁
債
す
、
京
番
頭
猶
介
陽
ニ

神
信
心
朝
参
り
、
陰
に
大
酒
暴
食
也
、
主
家
の
実
印
を
私
用
し
て
後
ち
露
顕
し
出
奔
す
、
大
店
ニ
人
物
乏
し
く
江
戸
店
種
油
仲
買
人
の
詐
欺
に
懸
り
損
失

に
失
敗
を
重
ね
、
種
々
厄
運
免
る
ゝ
能
ハ
す
、
力
蔵
廿
歳
に
て
番
頭
の
事
務
を
と
る
も
終
に
閉
店
し
て
、
国
元
の
諸
道
具
は
勿
論
家
土
蔵
迄
も
売
払
ひ
、

借
金
の
か
た
へ
少
し
つ
ゝ
返
却
し
て
、
金
か
た
の
帳
消
を
希
ふ
事
と
成
し
ぬ
、
む
か
し
ハ
金
力
の
余
光
ニ
て
世
上
の
人
々
に
持
て
噺
さ
れ
し
か
と
も
、
奢

者
ヒ
サ
シ
カ
ラ
ス
コ
ボ
チ
ウ
リ
と
成
し
、
う
そ
う
た
て
け
れ
、
死
ね
ハ
た
ゝ
丸
の
裸
て
独
り
旅
、
の
こ
る
ハ
つ
ら
き
名
の
ミ
な
り
け
り

川
嶋
源
左
衛
門
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神
崎
郡
塚
本
村
の
人
、
近
江
麻
布
を
以
て
九
州
江
行
商
す
、
法
体
し
て
順
真
と
い
ふ
、
宝
暦
年
中
死
す
、
二
代
目
業
を
継
き
繁
昌
す
、
法
名
宝
啓
と
号
す
、

分
家
源
兵
衛
九
州
行
商
を
支
配
す
、
三
代
源
左
衛
門
送
り
質
を
兼
業
と
し
、
銀
六
拾
貫
目
を
領
主
郡
山
侯
江
永
上
し
て
利
米
三
拾
人
扶
持
を
給
ハ
り
、
御

年
貢
差
継
を
以
年
々
頂
戴
す
、
天
保
七
申
と
し
飢
饉
ニ
而
人
多
く
死
す
、
此
時
庄
屋
某
窮
民
の
為
に
米
五
俵
を
施
与
せ
ん
事
を
勧
告
す
る
も
応
せ
す
之
を

謝
絶
す
、
心
あ
る
人
ハ
其
隠
徳
を
積
さ
る
を
惜
し
む
、
源
左
衛
門
金
堂
御
出
張
所
の
御
講
懸
り
六
人
衆
と
成
る
、
四
代
目
の
妻
女
三
度
変
る
、
九
州
行
商

の
業
を
廃
し
て
蒲
生
郡
常
楽
寺
村
に
運
漕
問
屋
并
酒
造
の
新
事
業
を
は
し
む
、
辰
と
し
洪
水
ニ
流
失
造
酒
腐
敗
し
損
あ
り
、
又
居
宅
ニ
盗
有
物
品
数
十
点

を
失
ふ
、
後
ち
自
家
よ
り
出
火
し
て
焼
く
、
弟
儀
兵
衛
姦
婦
の
故
に
法
を
犯
し
三
ヶ
年
入
牢
す
、
四
ヶ
所
の
土
蔵
も
こ
ぼ
ち
売
に
し
、
分
家
源
兵
衛
死
絶

ス
、
屋
敷
弐
反
余
ハ
畑
と
成
り
て
松
一
木
残
り
し
も
、
近
頃
他
人
の
所
有
と
な
り
に
け
り
、
源
左
衛
門
初
代
遠
国
へ
行
商
し
其
功
ニ
よ
り
子
孫
繁
昌
し
な

か
ら
、
凶
年
ニ
慈
善
心
な
く
新
事
業
に
転
し
、
不
品
行
に
し
て
禍
を
招
け
り
、
悲
む
へ
し

附
録
　
　
草
稿

中
澤
善
助

神
崎
郡
浜
野
村
の
人
、
肥
し
物
問
屋
に
て
三
井
寺
円
満
院
の
名
目
金
貸
付
ケ
高
利
を
貪
り
、
小
民
の
痛
苦
を
察
し
入
ら
す
取
立
る
こ
と
厳
重
な
り
、
高
家

旗
本
最
上
侯
を
友
と
し
乗
馬
を
好
む
、
或
る
と
し
青
田
を
か
り
取
り
て
馬
場
と
す
、
善
助
帯
刀
割
羽
織
往
来
必
ら
す
轎
を
用
ゆ
、
宅
地
裏
広
し
、
折
々
芸

子
芝
居
興
行
す
、
見
物
の
男
女
は
土
間
に
群
集
し
上
桟
敷
よ
り
家
内
の
も
の
は
之
を
見
物
す
、
娘
ニ
振
袖
を
き
せ
袴
を
付
る
福
引
あ
り
、
善
助
先
代
の
余

沢
を
請
け
富
ミ
て
奢
り
酒
は
朝
か
ら
色
を
慾
ま
ゝ
に
す
、
手
代
ま
た
倣
ふ
、
数
年
な
ら
す
し
て
諸
道
具
は
勿
論
家
蔵
を
も
売
る
、
其
代
金
未
タ
請
取
ら
ぬ

前
き
に
家
焼
失
す
、
娘
成
人
し
て
品
行
よ
か
ら
す
度
々
か
け
落
し
、
遂
に
し
り
き
れ
そ
う
り
を
は
き
て
浅
ま
し
き
身
の
終
り
な
り
し

丸
屋
忠
兵
衛

神
崎
郡
宮
荘
村
の
人
、
藤
井
氏
、
少
時
野
村
治
郎
右
衛
門
の
召
仕
ひ
に
て
、
中
年
後
い
と
ま
を
願
ふ
も
親
方
借
金
あ
り
て
許
さ
れ
す
、
そ
の
借
財
の
内
三

百
両
を
引
請
て
解
雇
し
長
崎
へ
行
商
す
、
其
頃
保
字
小
判
を
異
国
人
へ
渡
シ
メ
キ
シ
コ
ド
ル
銀
と
貿
易
す
、
常
人
其
利
の
多
き
を
知
る
と
雖
も
、
幕
府
の
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法
度
を
犯
す
を
以
て
な
さ
す
、
後
ち
江
戸
掘
留
の
某
相
仕
と
成
る
、
和
宮
様
江
戸
城
へ
御
輿
入
之
節
、
江
州
醒
か
井
柏
原
ハ
郡
山
領
な
り
、
丸
忠
は
領
主

の
会
計
方
を
勤
め
、
金
銭
散
ら
し
て
御
休
泊
御
滞
り
な
し
、
こ
の
功
に
よ
り
士
分
ニ
取
立
ら
る
、
後
ち
一
橋
家
御
入
京
の
節
、
白
米
八
拾
俵
の
御
用
を
蒙

り
、
水
車
を
と
め
て
搗
賃
を
増
す
、
困
窮
民
数
百
人
之
を
怨
み
、
夜
中
に
来
り
て
家
を
こ
ぼ
つ
、
丸
忠
利
益
を
一
時
に
得
事
、
又
名
誉
を
も
あ
は
せ
得
ん

と
し
て
方
向
を
転
す
る
ゆ
へ
ニ
、
名
利
ふ
た
つ
な
か
ら
失
敗
せ
り
、
其
子
孫
大
坂
ニ
寓
居
す

川
嶋
清
左
衛
門

神
崎
郡
塚
本
村
の
人
、
火
葬
場
石
垣
は
此
人
の
寄
付
な
り
と
口
碑
に
残
る
、
浄
土
真
宗
金
堂
弘
誓
寺
の
檀
頭
な
り
し
が
、
月
々
仏
供
米
を
一
時
ニ
持
参
し

て
何
斗
か
志
納
す
、
奥
よ
り
住
職
の
声
ニ
て
其
米
は
別
箱
ニ
入
れ
置
け
、
す
し
米
に
す
へ
し
と
い
へ
る
を
、
使
ひ
の
者
よ
り
聞
て
、
其
坊
主
を
と
か
め
、

黄
は
く
宗
ニ
転
派
す
、
明
治
維
新
の
際
弘
誓
寺
の
末
寺
十
三
ヶ
寺
分
離
し
て
各
自
独
立
し
本
山
直
末
寺
と
成
る
、
こ
れ
時
勢
な
り
、
且
ハ
当
時
の
住
職
不

学
不
徳
の
故
と
い
へ
と
も
、
昔
の
鮒
す
し
米
の
こ
と
伝
へ
て
衆
人
の
脳
髄
に
有
、
こ
れ
ら
も
遠
因
な
ら
ん
か
、
将
亦
清
左
衛
門
の
僧
を
に
く
み
て
転
派
し

た
る
も
尤
な
り
、
去
な
か
ら
其
僧
侶
を
一
た
ひ
切
諌
し
て
、
学
資
な
と
喜
捨
し
学
問
を
勧
め
、
多
少
と
も
徳
に
進
ま
し
め
ハ
陰
徳
を
積
む
に
近
か
ら
ん
、

思
慮
こ
ゝ
に
出
か
た
き
事
情
あ
り
し
に
や
、
短
気
に
転
派
し
て
人
の
悪
事
を
あ
ば
き
、
自
己
の
子
孫
も
絶
家
と
な
り
し
や
も
し
れ
す
、
尚
考
ふ
へ
し

市
田
清
左
衛
門

神
崎
郡
市
田
村
の
人
、
清
水
屋
と
い
ふ
、
小
荒
物
を
商
ひ
て
未
明
に
星
を
い
た
ゝ
き
出
て
夕
に
星
を
戴
き
て
帰
宅
す
、
法
体
し
て
教
立
と
号
す
、
二
代
目

清
左
衛
門
を
教
意
と
す
、
関
東
呉
服
を
以
て
加
賀
国
へ
行
商
す
、
年
々
恵
比
須
講
ニ
ハ
先
代
の
画
像
を
床
懸
と
し
、
床
脇
に
古
金
を
備
え
て
創
業
艱
難
の

伝
書
を
謹
読
す
る
を
例
と
す
、
金
堂
弘
誓
寺
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
檀
頭
と
な
り
領
主
彦
根
侯
金
方
十
人
衆
と
成
る
、
嘉
永
年
間
大
守
宗
観
公
御
立
寄

を
願
ひ
新
座
敷
を
建
つ
る
、
開
山
聖
人
の
御
遠
忌
に
仏
壇
の
壮
飾
を
厳
に
し
、
当
家
盛
服
拝
礼
し
、
参
詣
人
群
集
す
、
こ
れ
よ
り
清
水
屋
の
名
高
し
、
三

代
目
の
清
左
衛
門
の
妻
女
は
弘
誓
寺
檀
頭
外
村
氏
の
女
也
、
む
こ
氏
家
業
の
事
ハ
日
々
に
退
歩
し
、
気
位
は
月
々
に
高
ふ
る
、
世
間
の
交
際
は
ま
す

く

は
り
て
、
富
源
は
追
々
涸
る
ゝ
に
似
た
り
、
例
年
の
恵
比
須
講
に
も
只
酒
宴
を
開
き
主
客
醉
倒
時
勢
を
意
に
介
せ
す
、
故
に
旅
方
商
ひ
高
減
し
て
、
後
ち

（

）

下
た
寺
十
三
ヶ
寺

江
州
の
名
大
寺
ナ
リ
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廃
業
し
す
（
マ
マ
）

、
初
代
の
分
家
与
兵
衛
其
妹
む
こ
治
兵
衛
末
娘
む
こ
惣
兵
衛
と
も
ニ
破
産
す
、
外
村
氏
の
厚
意
ニ
而
清
左
衛
門
再
ひ
行
商
し
た
る
も
、
偽
帳
を

造
り
て
親
戚
を
詐
欺
す
、
終
に
親
戚
金
主
に
疎
ま
れ
て
家
を
潰
せ
り

猪
田
清
八

神
崎
郡
簗
瀬
村
の
人
、
先
祖
ハ
百
年
余
已
前
西
江
州
江
懸
取
ニ
行
、
途
中
盗
難
に
あ
ひ
た
り
と
て
若
干
金
を
私
し
た
り
と
の
疑
ひ
に
て
主
家
よ
り
出
訴
せ

ら
れ
入
牢
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
赦
免
ニ
な
り
、
数
年
の
ゝ
ち
布
商
ひ
仕
合
よ
く
天
保
度
改
革
の
頃
丹
後
縮
緬
を
大
津
町
塩
商

某
の
二
階
に
借
宅
し
商
ひ
利
潤
あ
り
、
京
東
洞
院
六
角
下
ル
処
へ
出
店
す
、
彦
根
侯
江
金
を
納
め
米
若
干
ツ
ヽ
年
々
給
ハ
る
、
こ
れ
を
小
作
人
ニ
壱
反
ニ

壱
斗
ツ
ヽ
配
与
す
、
こ
れ
よ
り
先
き
二
代
め
猪
八
妻
死
す
、
女
子
二
人
あ
り
、
彦
根
麻
苧
商
某
の
妹
美
女
に
し
て
度
々
縁
付
く
、
行
先
々
の
男
死
し
破
産

す
、
其
容
姿
あ
る
を
以
て
つ
れ
子
と
共
に
迎
江
て
後
家
と
す
、
数
年
な
ら
す
し
て
清
八
死
没
す
る
も
涙
い
で
す
、
分
家
瀬
平
の
二
男
清
三
郎
ヲ
養
子
と
す
、

美
男
な
り
、
養
母
恋
慕
懸
想
す
、
承
引
応
せ
す
、
亦
先
妻
の
二
女
子
あ
る
ヲ
差
置
き
つ
れ
子
を
以
夫
婦
と
せ
ん
と
謀
る
、
養
母
の
獣
心
を
い
と
ひ
て
京
都

遊
所
に
浪
費
す
、
親
戚
切
諌
す
れ
ハ
養
母
を
彦
根
へ
預
ケ
て
後
ち
身
を
慎
む
へ
し
と
い
へ
り
、
親
類
議
し
て
先
妻
腹
の
長
女
と
養
子
清
三
郎
を
結
婚
せ
し

む
、
此
時
既
ニ
身
代
衰
江
資
金
涸
レ
清
三
郎
病
身
な
り
、
仕
方
の
為
ニ
諸
道
具
売
払
ひ
、
数
年
を
出
て
す
家
蔵
も
田
地
迄
も
売
払
ふ
、
養
子
死
去
し
て
後

ち
相
続
人
と
し
て
某
氏
を
貰
ひ
、
市
田
弥
一
氏
に
雇
勤
せ
し
か
先
月
死
去
す

西
川
貞
治
郎

八
幡
仲
屋
町
に
住
居
す
、
北
海
道
地
方
に
漁
場
を
多
く
持
て
り
、
昔
ハ
越
前
敦
賀
港
ニ
風
待
し
、
和
船
に
乗
込
み
、
数
十
日
を
経
て
漁
場
ニ
行
く
事
一
代

ニ
四
十
八
度
な
り
と
そ
、
陸
地
を
ゆ
け
ハ
猶
多
く
の
日
数
を
経
過
す
る
よ
し
、
本
店
を
忍
路
オ
シ
ヨ
ロ

に
置
き
、
先
年
類
焼
せ
し
を
改
造
し
て
根
拠
地
と
し
、
四
十

余
の
出
張
所
を
所
有
す
、
然
れ
と
も
近
年
漁
場
打
続
き
不
漁
な
り
、
小
樽
の
支
店
は
焼
失
し
、
こ
れ
を
第
二
十
銀
行
に
売
り
て
漁
業
退
歩
す
、
上
之
場
ハ

又
十
、
下
ル
場
ハ
中
一
と
て
、
船
手
商
人
中
に
名
高
か
り
き
、
当
貞
治
郎
氏
は
江
頭
村
井
狩
只
七
の
舎
弟
な
り
、
近
年
旧
手
代
を
解
雇
し
、
新
書
生
を
抱

（

）

戸
口
の
石
の
底
に
か
く
し
置
て

数
年
を
へ
て
取
だ
し
た
る
よ
し
古
老
い
へ
り
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ゆ
、
訴
訟
事
件
起
る
、
林
好
本
氏
出
張
し
て
談
判
す
、
高
田
義
甫
の
考
案
を
採
用
し
、
肥
料
を
滋
賀
県
下
一
手
に
売
捌
く
た
め
、
八
幡
町
に
洋
風
の
建
物

を
成
し
、
是
を
中
一
商
会
本
店
と
し
、
県
下
に
数
十
ヶ
所
の
代
理
店
を
置
く
、
こ
れ
旧
商
法
を
迂
拙
と
し
た
る
才
能
家
の
心
算
な
り
、
然
ニ
新
事
業
の
濫

興
と
て
其
売
品
の
上
り
相
場
に
ハ
代
理
店
の
利
益
と
成
り
、
下
り
を
受
く
れ
ハ
本
店
の
持
参
と
成
る
、
中
々
意
の
如
き
利
潤
な
く
、
数
年
の
後
ち
店
を
閉

ぢ
て
骨
折
の
西
洋
建
も
の
は
税
務
署
に
変
化
し
、
家
財
を
京
都
ホ
テ
ル
に
て
売
り
し
か
、
猶
忍
路
の
本
店
あ
り
、
漁
場
四
十
余
ヶ
所
あ
る
も
不
漁
つ
ゝ
き

て
以
前
ほ
と
の
勢
力
な
し

恵
比
須
屋
太
郎
兵
衛

立
身
虎
之
巻
に
云
、
茲
に
一
人
商
売
に
精
を
出
し
あ
だ
銭
は
つ
か
は
す
、
商
売
の
こ
と
ハ
利
は
元
ニ
あ
り
と
て
、
元
方
の
弱
い
と
こ
ろ
を
見
込
ん
て
、
節

季
前
な
と
ハ
見
た
ふ
し
買
ひ
を
し
て
お
き
、
節
季
す
き
て
得
意
先
の
入
用
時
ぶ
ん
を
考
へ
、
時
の
直
打
ニ
売
り
さ
ば
き
、
余
所
の
店
よ
り
口
銭
余
慶
も
う

け
し
ゆ
ゑ
、
世
帯
向
家
内
大
ニ
潤
ひ
衣
類
諸
道
具
ハ
勿
論
家
蔵
も
買
得
し
て
、
人
も
大
勢
か
ゝ
へ
よ
き
身
代
と
な
れ
り
、
然
ニ
近
頃
物
入
ハ
多
く
口
銭
ハ

薄
く
商
ひ
高
ハ
少
く
、
奉
公
人
ハ
不
埒
を
し
、
得
意
先
ニ
ハ
掛
損
か
出
来
て
溜
る
金
よ
り
損
金
が
早
し
、
其
上
買
物
の
投
品
を
持
て
来
り
し
元
か
た
ハ
棒

を
折
て
こ
ず
、
う
ま
い
利
を
貰
ひ
し
、
得
意
先
ハ
段
々
貧
乏
に
な
り
、
余
ほ
と
の
残
金
に
な
り
て
分
散
し
く
れ
た
方
が
何
軒
も
あ
り
、
親
は
弐
人
な
か
ら

長
生
し
て
眷
族
多
勢
に
喰
い
つ
ふ
さ
れ
、
手
代
ハ
不
埒
を
し
不
勘
定
続
ニ
て
家
丈
よ
り
は
る
か
う
へ
の
借
金
か
さ
み
た
れ
ハ
、
は
て
ハ
借
家
人
よ
り
も
お

と
る
あ
り
さ
ま
と
な
れ
り

大
黒
屋
次
郎
兵
衛

虎
の
巻
に
い
は
く
、
又
茲
に
商
売
を
無
二
無
三
に
精
出
し
て
ミ
て
も
、
と
か
く
引
も
と
さ
れ
て
金
が
溜
ら
ぬ
処
よ
り
、
ふ
と
心
付
き
神
仏
の
御
力
を
か
る

べ
し
と
、
所
々
の
神
社
仏
閣
ニ
月
参
御
千
度
且
ハ
旦
那
寺
の
世
話
を
な
し
、
寒
中
に
ハ
粥
を
施
こ
し
な
と
す
れ
と
も
、
い
ま
た
神
仏
の
御
利
生
な
く
し
て
、

近
頃
職
方
買
先
き
に
貸
こ
し
夥
敷
出
来
て
、
得
意
ハ
余
所
か
ら
此
方
の
し
た
を
く
ゞ
つ
て
安
売
し
て
得
意
を
か
ち
落
さ
れ
、
不
相
変
御
買
下
さ
る
得
意
は

金
が
ま
ハ
ら
ず
、
内
の
世
帯
ハ
古
く
な
る
に
随
ひ
、
暮
し
か
た
が
は
り
て
物
入
り
お
ほ
く
、
は
な
ハ
た
不
勘
定
ゆ
ゑ
節
季

く
に
金
策
ば
か
り
に
心
遣
ひ
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す
と
い
ふ

保
　
福
田
徳
兵
衛

立
身
虎
之
巻
に
云
、
茲
に
一
人
あ
り
、
わ
れ
曽
て
或
る
老
人
に
金
ま
う
け
の
術
を
と
ふ
、
老
翁
教
へ
て
い
ふ
、
禽
獣
な
ほ
一
ぶ
ん
の
恩
を
報
す
、
況
や
人

倫
に
於
て
を
や
、
汝
ぢ
指
折
の
金
持
を
望
ま
ハ
、
仁
術
の
意
味
を
し
り
て
孝
悌
忠
信
の
道
を
つ
と
め
行
ふ
べ
し
、
然
る
時
ハ
諸
人
の
歓
心
を
得
て
、
所
願

成
就
せ
ず
と
い
ふ
こ
と
な
し
、
但
名
聞
を
捨
て
心
の
信
実
を
押
立
て
礼
を
以
て
程
能
せ
さ
れ
ハ
、
其
功
な
き
の
ミ
な
ら
す
、
却
て
災
害
を
招
く
へ
し
と
そ
、

徳
兵
衛
こ
の
訓
を
聞
き
信
し
て
疑
ハ
す
、
商
業
ひ
と
つ
に
向
ひ
専
ら
精
を
出
し
、
追
々
繁
昌
す
る
に
随
ひ
召
仕
ひ
の
人
も
多
く
な
り
、
諸
祝
儀
心
つ
け
な

と
遣
ハ
す
と
き
、
男
た
る
も
の
へ
ハ
主
人
よ
り
直
ニ
遣
し
、
女
た
る
も
の
へ
ハ
妻
よ
り
ワ
た
さ
せ
、
そ
の
礼
節
を
み
た
さ
す
、
夫
婦
む
つ
ま
し
く
、
子
持

に
な
り
て
、
幼
少
の
時
よ
り
花
美
の
も
の
を
き
せ
す
、
悪
し
き
友
と
遊
は
し
め
す
、
礼
育
徳
育
ニ
つ
と
む
、
其
子
成
人
し
て
兄
弟
中
よ
く
無
病
に
し
て
、

互
に
家
業
を
つ
と
め
助
け
合
ひ
て
怠
ら
す
、
召
仕
ひ
の
小
野
良
迄
も
あ
し
き
風
俗
を
改
め
、
篤
実
を
教
へ
倹
約
を
折
々
い
ひ
き
か
せ
、
暑
寒
の
衣
類
に
も

気
を
つ
け
、
年
頃
に
も
な
れ
ハ
待
か
ね
ぬ
先
に
妻
帯
せ
し
む

此
店
の
手
代
仮
初
に
も
人
を
謀
議
せ
す
、
我
か
功
に
ほ
こ
ら
す
、
雑
談
を
つ
ゝ
し
む
、
二
代
目
一
意
専
心
其
仕
来
り
を
守
り
て
成
功
を
期
す
、
舅
姑
ハ
家

風
を
叮
嚀
に
つ
と
め
見
せ
て
、
嫁
の
心
の
安
か
ら
ん
事
を
思
ひ
、
よ
め
ハ
衣
食
の
手
廻
し
宜
し
く
、
し
う
と
姑
の
朝
夕
の
安
否
を
伺
う
て
怠
ら
す
、
近
所

の
噂
も
よ
く
同
郷
の
人
悦
服
す
、
三
代
目
よ
く
父
祖
の
志
を
継
き
、
商
務
を
整
理
す
、
其
商
売
ニ
ハ
得
意
方
の
利
益
を
謀
る
を
先
と
し
、
掛
先
買
元
な
と

節
季
に
取
べ
り
な
き
や
う
に
払
ひ
渡
す
等
の
故
を
以
、
自
然
と
派
口
よ
き
物
品
諸
方
よ
り
沢
山
き
た
り
集
ま
り
て
店
繁
昌
す
、
こ
れ
偏
に
老
翁
教
訓
の
恩

沢
な
り

日
野
商
人

創
業
を
能
く
し
、
又
守
成
を
よ
く
す
る
者
多
し

正
野
玄
三
氏
、
中
井
源
左
衛
門
氏
、
山
中
兵
右
衛
門
氏
、
高
井
作
右
衛
門
氏
、
野
田
六
左
衛
門
氏
、
鈴
木
忠
右
衛
門
氏
、
辻
宗
兵
衛
氏
等
其
最
と
為
す
、
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正
野
祖
先
感
応
丸
を
売
り
て
、
子
孫
相
場
商
は
慎
て
為
す
へ
か
ら
す
と
箴
誡
（
マ
マ
）す
、
中
井
祖
先
ハ
若
年
よ
り
美
味
を
二
に
せ
す
艱
生
を
能
く
し
、
無
病
に
し

て
八
十
八
歳
の
長
寿
を
保
ち
、
能
く
所
存
を
記
す
、
山
中
祖
先
ハ
三
里
四
方
鍋
飯
を
食
す
る
地
方
に
店
を
開
き
て
驕
奢
を
未
発
に
予
防
す
、
高
井
祖
は
業

ハ
勤
る
に
精
し
く
、
嬉
む
に
荒
む
の
格
言
を
遺
す
、
野
田
氏
、
鈴
木
氏
、
辻
氏
等
皆
祖
宗
の
遺
言
あ
り
、
数
代
伝
へ
て
家
訓
と
し
、
先
祖
と
子
孫
と
心
を

一
に
し
、
今
日
の
富
栄
を
来
た
し
た
る
な
り

右
は
江
州
商
の
一
二
を
し
る
す
、
都
而
勤
倹
に
興
り
遊
惰
に
亡
ふ
は
何
国
も
同
し
、
京
阪
の
事
も
聞
伝
へ
て
後
に
記
る
す
ヘ
し
、
爰
に
泉
州
佐
野
荘
に
飯

野
佐
太
郎
と
て
豪
富
の
聞
え
高
か
り
し
、
正
徳
享
保
の
頃
全
盛
に
て
領
主
岸
和
田
藩
よ
り
五
十
人
扶
持
被
下
、
紀
州
家
よ
り
五
十
人
扶
持
、
尾
州
其
外
諸

大
名
御
用
を
勤
め
、
大
阪
南
堀
江
に
店
あ
り
、
十
人
扶
持
を
紀
州
家
よ
り
給
は
る
、
大
阪
に
も
恥
さ
る
大
家
な
り
し
、
其
家
訓
に
い
は
く

一
、
病
ハ
口
よ
り
入
り
災
わ
ひ
ハ
口
よ
り
出
つ
、
口
を
つ
ゝ
し
む
へ
し

二
、
財
産
は
親
よ
り
預
り
も
の
也
、
子
ニ
譲
る
迄
我
物
と
思
へ
か
ら
す

三
、
祭
礼
諸
賑
ひ
其
他
の
勧
化
事
ハ
公
然
ニ
す
へ
し
、
決
て
内
証
ニ
応
す
へ
か
ら
す

四
、
男
女
席
を
分
つ
べ
し
、
夜
分
燈
火
を
二
ツ
に
し
て
も
、
男
女
を
一
室
ニ
す
べ
か
ら
す

尚
古
来
の
家
法
と
し
て
氏
神
の
太
鼓
ハ
毎
年
飯
野
一
家
ニ
而
張
替
る
事
、
町
内
一
家
ニ
悦
ひ
あ
る
時
ハ
白
米
二
升
白
木
綿
一
反
紅
白
真
わ
た
五
束
を
祝
ひ

と
し
て
送
る
こ
と
、
庄
屋
拝
命
の
祝
ひ
ニ
は
酒
三
升
、
年
寄
役
と
成
者
ニ
ハ
酒
二
升
を
手
代
ニ
持
せ
遣
す
事
等
十
三
條
あ
り
、
茲
ニ
略
す
、
文
化
文
政
の

頃
ニ
ハ
諸
藩
貸
金
滞
り
加
之
謀
判
事
件
起
り
て
家
政
を
改
革
し
一
家
を
警
戒
す
、
一
節
倹
、
二
奥
と
台
所
と
晩
菜
を
同
し
く
す
、
三
肴
屋
の
出
入
を
禁
ず
、

四
衣
服
ハ
暑
寒
を
凌
く
を
以
た
れ
り
と
す
、
五
夏
ハ
帷
子
、
冬
ハ
綿
入
こ
の
外
新
調
を
禁
ず
、
六
小
間
物
屋
の
出
入
を
禁
ず
、
な
と
家
則
を
作
り
し
も
大

ニ
財
政
を
み
だ
し
、
零
落
の
後
ち
学
校
教
員
と
な
り
、
わ
つ
か
に
そ
の
日
の
糊
口
を
な
し
、
或
時
ハ
東
上
し
て
大
名
華
族
か
た
に
す
か
り
て
幾
百
通
の
古

証
文
を
振
廻
し
、
た
と
へ
ハ
一
万
両
の
証
文
を
僅
ニ
十
円
十
五
円
に
売
付
る
か
如
き
、
昔
し
ハ
利
足
金
の
外
ニ
扶
持
米
給
ハ
り
し
、
大
家
の
す
ゑ
、
今
ハ

二
十
一
回
の
道
具
市
を
成
す
、
末
路
の
佐
太
郎
明
治
六
年
生
れ
に
て
当
年
廿
六
歳
、
住
む
ニ
家
な
く
食
ふ
ニ
飯
な
し
、
大
家
の
末
路
を
思
ひ
感
慨
の
お
の

づ
か
ら
禁
す
へ
か
ら
ざ
る
も
の
あ
り



近
江
商
人
の
衰
亡
譚
　
「
続
考
見
録
　
草
稿
」（
末
永
・
本
村
・
上
野
山
・
奥
田
）

一
七

（
二
二
二
）

（
本
稿
作
成
に
あ
た
り
、
平
成
一
四
年
度
私
立
大
学
等
経
常
費
補
助
金
特
別
補
助
高
度
化
推
進
特
別
経
費
大
学
院
重
点
特
別
経
費
（
研
究
科
分
）
の
助
成
を
受
け
た
）
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